










要旨:父親は子どもの心身の発達や健康に関していかなる役割をもっているのか、母親のそ

れに比べてその知見はきわめて乏しい。父親は、子どものいつの時期に－例えば妊娠期か

らか、幼児期か－登場し、現実のいかなる育児行動を示し、それがどのような効果を子ど

もに与えるか。一方、従来、育児の主たる担い手であった母親が、父親の育児に対してい

かに期待し評価するかも、子どもへの影響という点で無視し得ない問題である。また、心

身障害児、病児、情緒・行動的問題児の父親の果たすべき役割について、保健指導等に役

立つ知見を得ることも、本研究の重要な課題である。父親の育児における役割を明らかに

しながら母親の役割とうまく調和し、家庭の養育機能を高めるための方途を、3 年間で提

案できればと考えている。 

そこで、本研究 2年度では、初年度の研究をふまえて、下記の検討を行なった。 

1)妊娠期からの父親育児参加に関する検討 

2)乳児期の父親の育児行動の実態 

3)父親の育児協力度が母親の育児に及ぼす影響 

4)父親像の心理学的研究 

5)心身障害児の父親の育児意識に関する研究－母親との比較検討－ 

6)障害児、入院病児の父親相談参加、面会に関する検討－児に対する影響についての事例

研究－ 


